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月～金12:00～20:00／土10:00～18:00
（日曜、祝日、年末・年始を除く）受付時間

高校の先生や高校生本人・保護者の方へ、英語圏の国への
留学の無料の相談サービスを行っております。
経験豊富な留学カウンセラーが
留学の疑問や不安にお答えします。
＊短期留学プログラムもご用意しています。

「トビタテ！留学 JAPAN」の申請要件を満たす
2020 プログラムは 12 月上旬よりウェブサイトに掲載します。
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「高校生の留学」に関する高校生と教師の意識…… P.1

時期別・留学Q＆A……P. 3

トビタテ！
留学JAPAN　
日本代表プログラム
高校生コース
特集

未来を拓くMy留学 
─地方からの挑戦─

宮城県　アメリカ
トビタテ！留学JAPAN　アカデミック分野　奨学金留学

留学前にも英会話練習を徹底　勇気を出して
踏み出したら、積極的な自分になれた
宮城県古川高校２年次に留学
（現・城西国際大学国際人文学部１年）

雁
が ん

部
べ

みゅうさん

広島県　オーストラリア
姉妹校留学

高校の先生に背中を押され、
姉妹校の短期留学研修への参加を決意
広島県立安

やすふるいち

古市高校２年次に留学
（現・広島大学教育学部２年）

重
し げ も り

森玄
げ ん

貴
き

さん

岡山県　アメリカ
トビタテ！留学JAPAN　アカデミック分野　奨学金留学

多様な人との対話を通して
自分を見つめ直し、医師を目指そうと決意
岡山県立倉敷南高校２年次に留学
（現・岡山大学医学部１年）

大野結
ゆう

香
か

さん

鹿児島県　ベトナム
トビタテ！留学JAPAN　国際ボランティア分野　奨学金留学

今だからできる挑戦を！　3年生での留学を
決意し、国際ボランティアに参加
鹿児島県立甲南高校３年次に留学
（現・鹿児島大学農学部１年）

新
に い む ら

村華
か こ

子さん

My留学チャレンジ体験談 P. 7～14

P. 7

P.11

P. 9

P.13

＊本誌では、「トビタテ！留学 JAPAN　日本代表プログラム　高校生コース」を
　「トビタテ！留学 JAPAN」と表記することを基本とします。

体験談 1

体験談 3

体験談 2

体験談 4

◎募集期間／2019年９月３日～2020年１月28日17時
※アカデミック（テイクオフ）分野の新高校１年生については、2020年４月に高校に入学する生徒を対象とした募集を別途実施。
　応募の締め切りは、2020年４月21日17 時。

◎審査の流れ
　応募申請→書面審査（１次審査）→面接審査（２次審査）→採否決定

◎主な支援内容
　留学先、留学期間に応じた定額を支給（支給額例は下図参照）

◎2019年度（５期生）の選考結果　
　応募申請3,018人（1,070校）→採用835人（461校）

▼詳細は下記URLからご覧ください。募集説明動画もご覧いただけます。　
https://www.tobitate.mext.go.jp/hs/index.html

分野 留学期間 活動内容 募集人数 支給額例＊２

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

テイクオフ 14 ～21日間
海外の語学学校等において外国語の習得を主
たる目的とするプログラムに参加するとともに、
留学先で外国語を用いて異文化交流を行う。

360人＊１ 36万円

ショート 14 ～106日間
海外の高等学校や大学等の教育機関に在籍
し、外国語を用いて様々な科目を学修したり、
教育プログラムに参加したりする。

120人 45万円

ロング 107～365日間
海外の高等学校等に長期間在籍し、外国語を
用いて様々な科目を学修する。

20人
50万円＋
月額14万円

プロフェッショナル 14 ～106日間

現在学んでいる専門知識・スキル等を生かして、
あるいは将来的に携わりたいと考える領域につ
いて、実地研修やインターンシップ等を通じて
専門知識やスキルの習得を目指す。
［未来テクノロジー人材枠］数理情報科目や IT
の素養を持ち、将来的に携わりたいと考える
テクノロジー領域（プログラミング、制御技術、
ロボティクス、Web サービス・デザイン、モバ
イルアプリ開発等）に関する学修やインターン
シップ等の実践活動を行う。

100人
（うち60人
は未来

テクノロジー
人材枠）

45万円

スポーツ・芸術 14 ～106日間

学内の部活動または学外の活動等を生かして、
海外のトレーニングセンター、教育機関、芸術
学校等に在籍し、現地指導者の下で技量の向
上を目指したり、現地でのレッスン・トレーニン
グを伴って大会等に参加したりする。

100人 45万円

国際ボランティア 14 ～106日間
海外でのボランティア活動に参加し、体験を通
じて国際協力についての理解を深める。

100人 45万円

＊１　アカデミック（テイクオフ）分野の募集人数は新高校２～３年生向け240人、新高校１年生向け 120 人となる。2020 年４月に高等学校等に入学する
生徒等（新高校 1年生）については、募集期間・選考方法が異なる。

＊２　日本学生支援機構の第二種奨学金に掲げる家計基準を満たす生徒が、北米・欧州・中近東（一部の国を除く）に留学した場合の支給額（アカデミック〈ショー
ト〉、プロフェッショナル、スポーツ・芸術、国際ボランティアの留学期間は、14日以上 29日以下とする）。

トビタテ！留学JAPAN　日本代表プログラム　高校生コース　６期生募集概要

高校生コース６期生の募集チラシ、
ポスターは、無料で御請求いただけます。

トビタテ　広報ツール で
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介
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図１　留学する高校生は、今後増えると思いますか？

（n=410）高校教師

（n=412）保護者

（n=206）
高校生

（海外留学未経験者）

0 20 40 60 80 100（％）

強くそう思う

9.3 24.1 31.5 16.8 10.0 8.3

7.510.913.629.423.315.3

11.27.810.730.126.713.6

まあまあそう思う
どちらかというとそう思う

全くそう
思わない

どちらかというとそう思わない
あまりそう思わない図４　興味や憧れはあるが、留学していない理由（上位項目を抜粋）

経済的な余裕がないから（渡航費・休学費用を含む）

留学はしたいが語学力が不足しているから諦めている

海外の治安が不安だから

留学に対する情報やイメージが不足しているから

日本が好きだから

留年・休学をしたくないから

0 20 40 60 80 100（％）

強くあてはまる
まあまああてはまる

44.6 23.8 14.8 7.4 5.9 3.5

4.528.7 28.9 23.2 9.6 5.2

6.07.19.824.431.121.6

11.011.617.428.920.210.9

8.513.818.529.416.013.7

13.513.214.620.822.015.8

どちらかというと
あてはまる

全く
あてはま
らない

どちらかというとあてはまらない
あまりあてはまらない

図２　海外留学経験が仕事で役に立つと思いますか？

（n=410）高校教師

（n=412）保護者

（n=206）
高校生

（海外留学未経験者）

0 20 40 60 80 100（％）

強くそう思う

18.3 23.4 32.4 11.2 6.6 8.0

10.27.510.930.321.419.7

7.82.9
7.328.629.124.3

まあまあそう思う
どちらかというとそう思う

全くそう
思わない

どちらかというとそう思わない
あまりそう思わない

図３　海外留学に興味を持ったきっかけ／必要性を感じた要因（上位項目を抜粋）

身近に海外留学経験者がいる・いた

近所・学校などで外国人と接する機会があった

身近な人ではないが、海外生活・海外留学
について、経験者の生の話を聞いたことがある

これまでに海外旅行に行ったことがある

留学経験がない身近な人から、国際的なことや
留学に関する魅力について話を聞く機会があった

学校の授業以外で英会話を習ったことがある

0 10 20 30 40 50（％）

37.4

19.4

18.4

18.0

13.9

13.9

図６　高校教師が生徒の留学のサポートにあたり課題だと感じること図５　生徒の留学を応援したいですか？

指導ノウハウの不足

情報不足

対応時間がない

外部の人材を登用する予算がない

校内での理解が得られない

0 10 20 30 40 50 60（％）

52.8

50.4

34.6

21.9

10.3
まあまあ
そう思う
36.9%

強くそう思う
25.6%

どちらかというとそう思わない 6.4%

あまりそう思わない 2.0%

全くそう思わない 1.0%

どちらかというとそう思う
28.3%

応援したい
90.8%

＊海外留学に対する興味や憧れはあるが、現時点では、実際に留学しようとは考えていない人が対象。n=717。
図 4出典／トビタテ！留学 JAPAN「留学に関する意識調査」（2019 年2月下旬～3月上旬実施）

＊図５・６ともn=407。
図５・６出典／トビタテ！留学 JAPAN「高校教師と留学に関する意識調査」 （2018 年 5月実施）

図1～3出典／トビタテ！留学 JAPAN「留学に関する意識調査」（2019 年2月下旬～3月上旬実施）

＊複数回答。n=294。

留学は将来役に立つ　し、今後も増えていきそう
　しかし、高校生にも支援　する教師にも様々な課題が……

教
師
よ
り
も
高
校
生
の
方
が
、

留
学
経
験
は
仕
事
で
役
に
立
つ
と
予
想

＊1　文部科学省「平成29年度高等学校等における国際交流等の状況について」。　＊2　2019年２月下旬～３月上旬の約２週間で実施。事前調査を実施して約7600サンプルを回
収し、実際の学生人口の縮図となるよう、男女比や学生区分別の比率を補正した「ウエイトバック集計」のデータを基にした。回収サンプル数は約2500。　＊３　「強くそう思う」「ま
あまあそう思う」「どちらかというとそう思う」の合計。

留
学
未
経
験
者
へ
の
体
験
談
提
供

が
留
学
へ
の
き
っ
か
け
に
な
る

高校生の留学について、もっと知りたい先生はこちらトビタテ　先生　留学 検索

高校生や高校の教師は、高校在学中の留学について、どのような意識を持っているのだろうか。　　　また、留学を考えるにあたり、障壁となっていることは何か。調査データからひも解いていく。　

約６割の教師が、
高校生の留学が増えると

予想
高校生にとっての
留学への3大障壁は、
費用、語学力、治安への

不安

教師も生徒の留学を応援したい！　でも、どう支援すればいいの？

留学未経験の高校生も、
留学経験が

仕事で役に立つと
思っている！

留学に興味を持った
きっかけは、

経験者の体験談！

「高校生の
留学」に関す

る

高校生と教師
の意識

高
校
生
の
留
学
に
関
す
る
よ
く

あ
る
疑
問
を
解
消
し
、
留
学
ま

で
の
流
れ
を
理
解
し
て
、
生
徒
へ

の
支
援
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む
！
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解説者

高
校
生
か
ら
よ
く
あ
る
質
問
と

教
師
の
支
援
ポ
イ
ン
ト

高
校
生
は
、
海
外
留
学
に
関
す
る
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
疑
問
や
不
安
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
教
師
に
は
ど
の
よ
う
な
支
援
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、

高
校
生
か
ら
よ
く
あ
る
海
外
留
学
に
つ
い
て
の
質
問
と
そ
の
答
え
、
そ
し
て
教
師
に
よ
る
支
援
ポ
イ
ン
ト
を
時
期
別
に
ま
と
め
た
。

高
校
生
か
ら
よ
く
あ
る
質
問

教
師
の
支
援
ポ
イ
ン
ト ベネッセ海外留学センター

短期留学責任者

西尾隆広
にしお・たかひろ

留学前
情報収集準備

高
校
生
の
海
外
留
学
に
は
、

ど
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
か
。

文
部
科
学
省
の
２
０
１
７
年
度
の
調
査
（
＊
１
）

に
よ
る
と
、
１
年
間
で
約
18
万
人
の
高
校
生
が
修

学
旅
行
で
海
外
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
海
外
留
学
を
す
る
高

校
生
は
、
１
年
間
で
約
４
・
７
万
人
で
、
そ
の
多
く
は
夏
季

休
業
や
春
季
休
業
を
利
用
し
た
短
期
留
学
で
す
。
い
き
な

り
長
期
留
学
を
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
短
期
留
学
で

海
外
経
験
を
積
む
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

ど
の
よ
う
な
視
点
で
選
ぶ
と
よ
い
で
す
か
。

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
ぶ
視
点
と
し
て
大
切
な
の

は
、
①
渡
航
先
（
国
・
地
域
）、
②
出
発
の
時
期
と

留
学
期
間
、
③
留
学
の
目
的
（
達
成
し
た
い
目
標
）
で
す
。

こ
こ
数
年
の
傾
向
と
し
て
は
、
短
期
留
学
で
も
、
英
語
力

を
高
め
る
こ
と
に
加
え
、「
英
語
を
使
っ
て
学
ぶ
」
こ
と
を

目
的
と
す
る
参
加
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

留
学
前
の
渡
航
手
続
き
は

ど
の
よ
う
な
流
れ
に
な
り
ま
す
か
。

出
発
希
望
日
の
３
か
月
前
く
ら
い
か
ら
留
学
の
計

画
を
立
て
始
め
る
と
、
余
裕
を
持
っ
て
渡
航
手
続

き
を
進
め
ら
れ
ま
す
。
希
望
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
決
ま
っ

た
ら
、
留
学
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
や
語
学
学
校
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
空
き
状
況
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

渡
航
に
必
要
な
代
表
的
な
も
の
に
、
パ
ス
ポ
ー
ト
と
ビ

ザ
が
あ
り
ま
す
。
パ
ス
ポ
ー
ト
は
必
須
で
す
が
、
ビ
ザ
は

留
学
先
や
留
学
期
間
な
ど
に
よ
っ
て
必
要
か
ど
う
か
が
異

な
り
ま
す
。
ビ
ザ
取
得
に
数
か
月
か
か
る
場
合
も
あ
る
の

で
、
早
め
の
確
認
と
準
備
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◎
学
校
が
採
れ
る
生
徒
へ
の
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
紹
介
に
は
、
学
校
独
自
に
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
意
す
る
方
法
と
、留
学
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
を
利
用
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
す

る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
語
学
学
習
の
ほ
か

に
、
ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
を
学
ん
だ
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
り
と
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
生
徒

が
で
き
る
だ
け
多
く
の
情
報
を
得
ら
れ
る

機
会
を
用
意
す
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

◎
留
学
経
験
が
な
い
教
師
が
、
生
徒
か

ら
海
外
留
学
に
つ
い
て
相
談
さ
れ
た
場
合

は
、
留
学
経
験
者
（
生
徒
や
教
師
）
を
紹

介
し
、
体
験
談
を
聞
け
る
よ
う
に
す
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。
生
徒
の
将
来
の
選
択
肢

を
広
げ
る
た
め
に
も
、
体
験
談
を
話
し
て

く
れ
る
人
を
探
し
て
お
く
と
よ
い
で
す
。

◎
学
校
主
催
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る

生
徒
も
、
個
人
で
学
校
外
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
す
る
生
徒
も
、
共
通
し
て
重
要
な

こ
と
は
、
留
学
中
の
安
全
管
理
で
す
。
夏

季
休
業
前
な
ど
に
、
留
学
参
加
者
を
集
め

て
、
安
全
に
関
す
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
す
る
学
校
が
増
え
て
い
ま
す
。

留
学
費
用
は

い
く
ら
く
ら
い
か
か
り
ま
す
か
。

留
学
費
用
の
う
ち
大
き
な
負
担
と
な
る
の
が
、
航

空
券
で
す
。
渡
航
先
が
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

だ
と
高
額
で
す
が
、
ア
ジ
ア
な
ら
比
較
的
安
価
で
す
。
航

空
会
社
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
が
、
出
発
日
が
近
づ
く

に
つ
れ
、
一
般
的
に
価
格
は
高
く
な
り
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
留
学
の
場
合
、
２
週
間
の

滞
在
で
、
滞
在
費
・
授
業
料
・
航
空
券
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー

費
を
合
わ
せ
て
40
〜
70
万
円
が
目
安
（
小
遣
い
、
土
産
代
を

除
く
）
で
す
。
留
学
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
な
ど
が
出
す
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
比
較
検
討
す
る
な
ど
し
て
、
渡
航
先
・
滞
在
期
間
に

合
わ
せ
て
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

高
校
生
の
留
学
を
支
援
し
て
く
れ
る

奨
学
金
は
あ
り
ま
す
か
。

高
校
生
向
け
の
留
学
奨
学
金
制
度
の
中
で
の
お
勧

め
は
、「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
の
奨
学

金
で
す
。
本
誌
の
裏
表
紙
に
募
集
概
要
を
掲
載
し
ま
し
た

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
応
募
す
れ
ば
全
員
に
奨
学
金
が
支
給
さ
れ
る

わ
け
で
は
な
く
、審
査
が
あ
り
ま
す
。
採
用
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

「
留
学
の
目
的
」（
達
成
し
た
い
目
標
）
が
明
確
で
あ
る
こ
と
。

「
将
来
の
目
標
は
何
で
、
そ
の
た
め
に
留
学
で
達
成
し
た
い

こ
と
は
何
で
、
だ
か
ら
留
学
が
自
分
に
と
っ
て
必
要
な
の

で
す
」
と
、
選
考
委
員
に
明
確
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
準

備
し
ま
し
ょ
う
。

英
語
が
苦
手
で
す
。
英
語
力
に
自
信
が

な
く
て
も
、
留
学
し
て
大
丈
夫
で
す
か
。

留
学
前
に
、
ど
の
よ
う
な
英
語
学
習
に

取
り
組
ん
で
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

中
学
生
ま
で
に
学
習
し
た
文
法
や
単
語
を
使
う
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
留
学
先
で
の
日
常
会
話
に
、
そ

れ
ほ
ど
困
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ら
の
文
法
や

単
語
を
確
実
に
使
え
る
よ
う
、
渡
航
前
に
は
簡
単
な
英
会

話
の
練
習
を
し
て
お
く
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
費
用
面
も

含
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
レ
ッ
ス
ン
が
人
気
で
す
。
留

学
中
は
、
英
語
力
に
自
信
が
な
く
て
も
、
自
分
が
使
え
る

英
語
で
何
と
か
伝
え
よ
う
と
す
る
積
極
的
な
姿
勢
が
大
切

で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
交
流
が
で
き
る
と
、
よ
り
充

実
し
た
留
学
生
活
と
な
る
で
し
ょ
う
。

長
期
留
学
に
は
あ
る
程
度
の
英
語
力
が
必
要
で
す

が
、
短
期
留
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
は
、
英
語
が

苦
手
な
人
に
対
応
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
日
本
人
参
加
者
の

み
で
英
語
の
授
業
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

現
地
で
の
滞
在
方
法
に
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

多
く
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
場
合
、
滞
在
方
法
は
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
か
寮
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
ホ
テ
ル
や

ホ
ス
テ
ル
な
ど
の
宿
泊
施
設
に
滞
在
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
現
地
の
人
と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
現
地
の
生
活

を
体
験
で
き
る
点
で
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
人
気
で
す
。

QQ

QQ

Q

Q

Q

Q

AA

AA

A

A

A

A

留
学
決
定

出
発

ベネッセ海外留学センターでは、
英語圏の国への留学について、

無料の相談サービスを
行っています。

経験豊富な留学カウンセラーが、
留学の疑問や不安にお応えします。
相談先は、裏表紙をご覧ください。

時期別・留学
Ｑ＆Ａ

＊１　文部科学省「平成29年度高等学校等における国際交流等の状況について」。
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ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
合
わ
な
い
場
合
は
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
問
題
の
多
く
は
、
文
化

の
違
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
行
き
違
い
に

よ
る
も
の
で
す
。
相
手
の
気
持
ち
に
配
慮
し
な
が
ら
も
、

自
分
が
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
確

認
し
た
り
、
自
分
の
考
え
て
い
る
こ
と
や
違
和
感
を
持
っ

た
こ
と
を
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
積
極
的
に
伝
え
た
り
し

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

ど
う
し
て
も
自
分
の
力
で
解
決
す
る
こ
と
が
難
し
い
場

合
に
は
、
留
学
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
や
語
学
学
校
な
ど
に
相
談

を
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
機
関
か
ら
過
去
の
事
例

を
基
に
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

留
学
先
で
友
人
が
で
き
る
か
不
安
で
す
。

ど
ん
な
こ
と
を
心
が
け
た
ら
よ
い
で
す
か
。

外
国
人
と
友
人
に
な
る
た
め
に
は
、
自
分
か
ら
積

極
的
に
話
し
か
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
、

日
本
な
ら
で
は
の
お
土
産
を
持
参
し
、
日
本
の
文
化
を
紹

介
す
る
こ
と
を
話
の
き
っ
か
け
と
し
て
み
る
の
も
よ
い
で

し
ょ
う
。

　

な
お
、「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
を
利
用
し
て

留
学
す
る
場
合
は
、「
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
活
動
」
と
し
て
日
本

の
文
化
や
魅
力
を
現
地
で
発
信
し
、
日
本
の
フ
ァ
ン
を
つ

く
る
活
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

放
課
後
や
週
末
の

お
勧
め
の
過
ご
し
方
は
あ
り
ま
す
か
。

な
い
留
学
生
と
仲
よ
く
な
れ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
か
ら
、
積

極
的
に
参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
（
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
の

参
加
に
は
、
別
途
参
加
費
用
が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）。

留
学
先
で
の
治
安
が
心
配
で
す
。

行
動
で
気
を
つ
け
る
べ
き
点
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

治
安
が
よ
く
な
い
と
さ
れ
る
地
域
に
は
、
近
づ
か

な
い
こ
と
が
一
番
で
す
。
治
安
の
よ
い
地
域
で
も
、

１
人
で
の
行
動
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
語
学
学
校
な

ど
へ
の
通
学
時
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
送
迎
が
あ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
、
学
校
の
敷
地
内
に
あ
る
寮
で
の
滞
在
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
選
べ
ば
、
通
学
時
の
不
安
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。
留
学
先
機
関
や
語
学
学
校
の
中
に
は
、

治
安
等
の
緊
急
情
報
を
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
に
伝
え

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
一
斉
メ
ー
ル
な
ど
を
用
意
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
外
務
省
の
海
外
安
全
情
報
・
無
料

配
信
サ
ー
ビ
ス
「
た
び
レ
ジ
」
で
は
、
渡
航
先
で
の
重
大

事
件
・
事
故
情
報
や
、
注
意
が
必
要
な
イ
ベ
ン
ト
・
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
い
て
の
情
報
が
配
信
さ
れ
ま
す
。「
た
び
レ
ジ
」

へ
の
登
録
を
お
勧
め
し
ま
す
。

今
回
の
留
学
経
験
を
今
後
、

ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
と

よ
い
で
し
ょ
う
か
。

大
学
入
試
で
は
、
多
面
的
・
総
合
的
評
価
の
導
入

が
進
ん
で
い
ま
す
。
留
学
経
験
は
、
活
動
報
告
書

や
志
望
理
由
書
等
に
記
載
で
き
る
活
動
の
１
つ
で
す
。

　

ま
た
、「JAPAN
 e-Portfolio

」（
＊
３
）
な
ど
の
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
に
も
ま
と
め
て
お
く
と
、
高
校
時
代
だ
け
で

な
く
、
大
学
生
や
就
職
活
動
の
時
に
、
自
ら
の
留
学
経
験

を
伝
え
る
こ
と
に
も
活
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
留
学
が
語
学
学
習
を
目
的
と
し
た
も
の

で
あ
れ
ば
、
次
回
は
、
今
回
と
は
別
の
国
・
地
域
で
よ
り

多
く
の
留
学
生
と
交
流
の
機
会
が
あ
る
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
選
ぶ
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
今
回
が
短
期
留
学
で
あ
れ
ば
、

次
回
は
長
期
留
学
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
も
い
ま
す
。
高

校
在
学
中
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
生
に
な
っ
て
か
ら
留
学

を
目
指
す
考
え
方
も
あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
高
い
英
語
力
を
身
に
つ
け
、
大
学
進
学
時

に
海
外
の
大
学
を
選
ぶ
人
も
い
ま
す
。
ベ
ネ
ッ
セ
海
外
留

学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
海
外
の
２
年
制
大
学
や
４
年
制
大
学

へ
の
進
学
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。
語
学
力
の
向
上

だ
け
で
は
な
く
、
英
語
で
学
位
を
取
得
す
る
た
め
の
進
路

実
現
も
応
援
し
て
い
ま
す
。

■アクティビティーの例
•観光地訪問
•大学のキャンパスツアー
•美術館訪問
•遊園地訪問
•スポーツ
•ショッピング
•パーティー

https://www.ezairyu.mofa.go.jp

■たびレジ

■活動報告書（例）

活動報告書では、高校までの学習や活動
の履歴が把握できるように記載を求める
内容の一例として、「留学・海外経験等」
が挙げられている。
＊文部科学省「平成３３年度大学入学者選抜実
施要項の見直しに係る予告」

留学中

学
習
し
た
語
学
の
実
践
や
現
地
の
文
化
の
理
解
の

た
め
に
も
、
放
課
後
や
週
末
も
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
や
現
地
で
知
り
合
っ
た
友
人
と
過
ご
す
と
よ
い
と
思

い
ま
す
。
た
だ
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
も
予
定
が
あ
り
、

一
緒
に
過
ご
せ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
事
前
に
確
認
し
、
友

人
を
誘
う
な
ど
の
計
画
を
立
て

ま
し
ょ
う
。

　

放
課
後
や
週
末
に
独
自
の
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
用
意
し
て

い
る
語
学
学
校
も
あ
り
ま
す
。

普
段
の
授
業
で
は
一
緒
に
な
ら

日
本
の
家
族
や
学
校
と
の
連
絡
手
段
は

何
を
使
え
ば
よ
い
で
す
か
。

短
期
留
学
の
場
合
は
、
日
本
で
利
用
し
て
い
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
持
っ
て
い
き
、
レ
ン
タ
ル

W
i-Fi

を
利
用
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
や
り
と
り

す
る
人
が
多
い
で
す
。

　

長
期
留
学
の
場
合
は
、
現
地
の
携
帯
電
話
会
社
と
契
約

す
る
か
、
Ｓ
Ｉ
Ｍ
フ
リ
ー
の
携
帯
電
話
を
持
参
し
、
通
話

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

QQ Q

QQ

AA A

AA

留学後

QA

帰
国

ベネッセ
海外留学センターでは、

様々な短期留学プログラムを
提供しています。

お問い合わせは、裏表紙の下段の
告知をご覧ください。

高
校
生
か
ら
よ
く
あ
る
質
問

教
師
の
支
援
ポ
イ
ン
ト

◎
学
校
主
催
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
場

合
、
生
徒
の
留
学
期
間
中
、
緊
急
時
の
連

絡
の
た
め
の
緊
急
連
絡
体
制
を
整
え
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
学
校
が
、

万
が
一
の
ト
ラ
ブ
ル
に
備
え
、
生
徒
か
ら

の
連
絡
を
24
時
間
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整

え
、
教
師
間
で
の
連
絡
網
の
整
備
を
し
て

い
ま
す
。

◎
留
学
中
、
緊
急
連
絡
時
以
外
に
、
例
え

ば
週
に
１
回
程
度
な
ど
、
定
期
的
に
教
師

や
学
校
が
、
生
徒
の
現
地
で
の
様
子
を
把

握
で
き
る
連
絡
の
仕
組
み
が
あ
る
と
便
利

で
す
。

　
「C

lassi

」（
＊
２
）
で
は
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
機
能
を
活
用
す
れ
ば
、
生
徒
に
留
学
先

か
ら
日
々
の
様
子
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら

う
こ
と
も
可
能
で
す
。
日
本
に
い
る
生
徒

に
と
っ
て
も
刺
激
と
な
る
は
ず
で
す
。
ま

た
、留
学
生
同
士
で
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、

現
地
で
撮
影
し
た
写
真
な
ど
を
共
有
し
な

が
ら
励
ま
し
合
い
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
る
よ
う
な
取
り
組
み
も
で
き
ま
す
。

◎
帰
国
後
に
は
、
留
学
先
で
の
学
び
や
自

分
自
身
の
成
長
を
整
理
し
、
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
な
ど
に
ま
と
め
さ
せ
、
そ
れ
を
後
輩

な
ど
に
伝
え
る
留
学
報
告
会
の
実
施
が
効

果
的
で
す
。
体
験
談
を
聞
く
こ
と
は
、
同

級
生
や
後
輩
が
海
外
留
学
に
関
心
を
抱
く

き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。留
学
希
望
者
も
、

留
学
先
や
留
学
目
的
が
異
な
る
先
輩
の
体

験
談
を
聞
く
こ
と
で
、
自
分
の
考
え
を
整

理
で
き
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
２
０
２
１

年
度
大
学
入
試
で
活
用
さ
れ
る
調
査
書

は
「
指
導
上
参
考
と
な
る
諸
事
項
」
欄
が

拡
充
さ
れ
、「
留
学
・
海
外
経
験
等
」
の

欄
も
設
け
ら
れ
ま
す
。
留
学
経
験
の
有
無

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
選
抜
上
の
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
の
１
つ
に
な
り
得
ま
す
。

＊２　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT活用を総合的に支援するサービス。＊３　一般社団法人教育情報管理機構が文部科学省より許可されて運営する高校 e ポートフォリオ機能、大学出願ポータル機能を有したサービス。
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知
り
ま
し
た
。開
催
日
は
翌
日
！　

で
も
、

こ
の
機
会
を
逃
し
た
く
な
い
と
思
い
、
母

親
に
相
談
し
、２
人
で
参
加
し
ま
し
た
。❶

　

説
明
会
で
は
た
く
さ
ん
の
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
紹
介
さ
れ
、「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
の
説
明
も
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
私
が
引
か
れ
た
の
は
、「
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
国
際
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で

し
た
。
音
楽
や
映
画
を
始
め
と
す
る
ア
メ

リ
カ
文
化
に
強
い
関
心
が
あ
っ
た
の
で
、

世
界
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
発
信

地
で
あ
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
学
べ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

説
明
会
に
参
加
し
て
、
す
ぐ
留
学
を
決

心
し
ま
し
た
が
、「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
」
の
審
査
を
通
過
し
た
後
、
出
発

が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
自
分
の
英
語
が
通

じ
る
の
か
、
現
地
の
治
安
は
大
丈
夫
な
の

か
、
急
に
不
安
に
な
り
ま
し
た
。❷
当
時
の

英
語
力
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
（
＊
）
換
算
で
Ａ

１
か
Ａ
２
。
高
校
の
英
語
の
先
生
に
お
願

い
し
、
放
課
後
に
英
会
話
の
練
習
を
し
て

い
た
だ
き
、
英
会
話
学
校
に
も
通
い
ま
し

た
。治
安
に
つ
い
て
は
、家
族
に
も
協
力
し

て
も
ら
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
現
地
の

治
安
情
報
を
集
め
ま
し
た
。
ま
た
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
が
舞
台
の
ド
ラ
マ
を
見
て
、

留
学
へ
の
気
持
ち
を
高
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
午
前
は
大
学
内
の
語
学
学
校
で

英
語
の
授
業
を
受
け
、
午
後
は
映
画
制
作

施
設
の
見
学
な
ど
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の

文
化
を
体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

し
ま
し
た
。宿
泊
は
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
す
。

　

現
地
到
着
の
翌
日
、
ク
ラ
ス
分
け
の
た

め
に
英
語
力
を
測
る
テ
ス
ト
を
受
け
ま
し

た
。
内
容
は
、
リ
ス
ニ
ン
グ
と
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
と
の
１
対
１

の
面
談
で
す
。
先
生
の
英
語
を
聴
き
取
る

こ
と
は
で
き
た
し
、
自
分
の
意
見
も
ち
ゃ

ん
と
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
瞬
時
に

英
語
で
話
す
こ
と
が
で
き
ず
、
予
想
よ

り
下
の
レ
ベ
ル
の
ク
ラ
ス
に
入
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
留
学
に
向
け
て

特
訓
し
た
の
に
力
を
出
し
切
れ
ず
、
留
学

早
々
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。❹

　

た
だ
、
せ
っ
か
く
留
学
し
た
の
だ
か
ら
、

で
き
る
こ
と
を
頑
張
ろ
う
と
気
持
ち
を
立

て
直
し
、
３
日
目
か
ら
は
前
向
き
に
授
業

を
受
け
ま
し
た
。英
語
の
授
業
で
は
、中
国
、

韓
国
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど
か
ら
来
た

留
学
生
と
と
も
に
学
び
ま
し
た
。
２
人
１

組
で
互
い
の
考
え
を
伝
え
合
う
ワ
ー
ク
で

は
、
自
分
か
ら
声
を
か
け
、
日
本
人
以
外

の
生
徒
と
ペ
ア
に
な
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

大
学
外
で
の
時
間
も
大
切
な
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
の
機
会
だ
と
考
え
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
先
で
は
夕
食
後
も
リ
ビ
ン
グ
に
残
っ
て
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
話
し
た
り
、
日
本

人
の
ル
ー
ム
メ
ー
ト
と
も
英
語
だ
け
で
会

話
を
す
る
よ
う
心
が
け
た
り
し
ま
し
た
。

　

私
の
将
来
の
夢
は
、「
英
語
が
話
せ
る
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
る
こ
と
」
で
し
た
の
で
、

高
校
時
代
に
留
学
し
て
語
学
力
を
磨
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
た
め
、高
校

入
学
当
初
か
ら
校
内
に
貼
ら
れ
た
留
学
関

係
の
掲
示
物
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
ラ
ジ
オ
の

英
会
話
講
座
を
毎
日
聴
い
て
、
英
語
を
勉

強
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
ベ

ネ
ッ
セ
海
外
留
学
セ
ン
タ
ー
主
催
の
留
学

フ
ェ
ア
が
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
、

職
員
室
前
に
貼
ら
れ
て
い
た
ポ
ス
タ
ー
で

　

失
敗
を
恐
れ
ず
英
語
を
積
極
的
に
話
す

こ
と
で
度
胸
が
つ
き
、
留
学
後
半
は
、
他

国
か
ら
来
た
生
徒
と
カ
フ
ェ
で
音
楽
に
つ

い
て
話
し
た
り
、
ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
を

す
る
際
に
店
員
と
雑
談
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。❺

　

短
い
留
学
期
間
中
に
自
分
か
ら
行
動
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
他
国
か
ら
来

た
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
刺
激
を
受
け
た
こ
と

も
大
き
い
で
す
。
先
生
が
「
〜
に
つ
い
て

ど
う
思
う
？
」
と
質
問
す
る
と
、
彼
ら
は

迷
わ
ず
挙
手
し
て
発
言
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
周
囲
の
様
子
を
う
か
が
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
多
く
、
自
分
で
は
頑
張
っ
て
い

る
つ
も
り
で
も
、
積
極
性
が
足
り
な
い
と

感
じ
ま
し
た
。ま
た
、社
会
へ
の
問
題
意
識

に
も
差
が
あ
り
ま
し
た
。
他
国
の
生
徒
は
、

環
境
問
題
や
難
民
問
題
に
つ
い
て
詳
し
い

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
自
分

の
考
え
を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
い
ま
し
た
。

私
も
、
社
会
に
目
を
向
け
て
勉
強
を
し
た

い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。❼

　　

帰
国
後
、
も
っ
と
海
外
に
行
っ
て
、
価

値
観
の
異
な
る
人
と
出
会
い
、
視
野
を
広

げ
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
前
に
、
奨
学
金
が
出
る
留
学

制
度
を
調
べ
て
、
地
元
・
宮
城
県
大
崎
市

の
姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
・
ジ
ョ
ー

ジ
ア
州
ダ
ブ
リ
ン
市
へ
の
学
生
派
遣
交
流

事
業
に
参
加
し
た
り
、
東
日
本
大
震
災
の

復
興
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て
ス
イ
ス
で
国

際
交
流
を
経
験
し
た
り
し
ま
し
た
。❽

　

高
校
時
代
に
何
度
も
海
外
へ
行
っ
た
こ

と
で
、
航
空
業
界
に
興
味
を
持
ち
、
グ
ラ

ン
ド
ス
タ
ッ
フ
に
な
り
た
い
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
留
学
制
度
が

充
実
し
た
大
学
に
進
学
し
、
現
在
は
、
長

期
留
学
に
向
け
て
英
語
力
を
磨
き
な
が
ら
、

フ
ラ
ン
ス
語
も
学
ん
で
い
ま
す
。

　

職
員
室
前
で
ポ
ス
タ
ー
を
見
た
あ
の
日
、

迷
わ
ず
一
歩
を
踏
み
出
し
た
こ
と
で
、
見

え
て
く
る
世
界
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

留
学
を
迷
っ
て
い
る
方
が
い
た
ら
、
ぜ
ひ

「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
へ
の
応

募
を
お
勧
め
し
ま
す
！

＊ ヨーロッパ言語共通参照枠（Common European Framework of Reference for Languages）の略称。語学シラバスやカリキュラムの手引きの作成、学習指導教材の編集、
外国語運用能力の評価のために、透明性が高く、包括的な基盤を提供するものとして、2001 年に欧州評議会が発表。Ａ（基礎段階の言語使用者）、Ｂ（自立した言語使用者）、
Ｃ（熟達した言語使用者）ごとに２ レベル、計６レベルが設定されている。

ホストファミリーに幼稚園の頃から習っている茶
道を披露。落

らく

雁
がん

をとても気に入ってくれました。

留学で出会った仲間とは、今もSNSで交流。夢に
向かって頑張っていて、その姿に励まされています。

留
学
前
に
も
英
会
話
練
習
を
徹
底

勇
気
を
出
し
て
踏
み
出
し
た
ら
、

積
極
的
な
自
分
に
な
れ
た

エネルギーカーブ＊

100

80

60

40
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0

（％）

❶学校で「留学フェア」のポスターを見て、説明会に参加

❷出発直前、自分の英語が本当に通じるか不安に……

❸念願のカリフォルニアに到着。期待が高まる

❹クラス分けの面談でうまく話せずに落ち込む

❺積極的に留学生たちに話しかけることで、会話が弾むように

❻修了式でのプレゼンテーションの準備に追われる

❼大切な友人ができ、英語の学習意欲がさらに高まる

❽高校在学中に、アメリカやスイスでのさらなる国際交流に挑戦！

＊生徒の留学前後の気持ちの高揚状態を0～100％で表示し、様々な出来事によ
る気持ちの変化を示した曲線。 宮

城
県
古
川
高
校
２
年
次
に
留
学

（
現
・
城
西
国
際
大
学
国
際
人
文
学
部

国
際
交
流
学
科
１
年
／
指
定
校
推
薦
入
試
に
よ
り
入
学
）

雁が

ん

部べ

み
ゅ
う
さ
ん

宮城県

アメリカ

体験談 1

留学先◎アメリカ・カリフォルニア州
留学時期・日数◎高校２年次の夏季休業中に１４日間
留学総費用◎約60万円（小遣い、土産代含む）
奨学金◎36万円
留学方法◎ベネッセ海外留学センター企画・主催

「カりフォルニア国際体験プログラム」
に参加

留学データ

留学前 留学後留学中

❷

❸

❹

❺

❻

❽

職
員
室
前
で「
留
学
フ
ェ
ア
」の

ポ
ス
タ
ー
を
見
て
、
即
行
動

留
学
の
目
的

奨
学
金
制
度
を
活
用
し
、

高
校
在
学
中
に
さ
ら
に
渡
航

留
学
を
終
え
て

失
敗
を
恐
れ
ず
に
話
す
こ
と
で

徐
々
に
英
語
力
が
向
上

留
学
中
の
様
子

体験談体験談体験談 1
My留学チャレンジ

❶

留学
決定 ❼

トビタテ! 留学JAPAN
アカデミック（テイクオフ）分野

奨学金留学
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じ
て
留
学
仲
間
に
出
会
え
る
こ
と
に
も
心

強
さ
を
感
じ
、「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
」
へ
の
応
募
を
決
め
ま
し
た
。

　

留
学
先
は
、
世
界
各
国
か
ら
留
学
生
が

集
ま
る
ア
メ
リ
カ
に
し
、
彼
ら
と
一
緒
に

生
活
し
た
い
と
考
え
、
滞
在
方
法
は
寮
を

選
び
ま
し
た
。
様
々
な
文
化
に
触
れ
ら
れ

た
ら
、
視
野
が
広
が
り
、
将
来
や
り
た
い

こ
と
が
明
確
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
考

え
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
講
義
形
式
の

授
業
だ
け
で
は
な
く
、
留
学
生
同
士
で
議

論
す
る
授
業
が
あ
り
、ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー

が
豊
富
だ
っ
た
ベ
ネ
ッ
セ
海
外
留
学
セ
ン

タ
ー
の
全
米
有
数
の
名
門
寄
宿
舎
に
滞
在

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
ま
し
た
。

　

留
学
が
決
ま
り
、期
待
が
高
ま
る
一
方
、

私
は
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
の
が
得
意
で

は
な
い
た
め
、
他
の
留
学
生
と
一
緒
に
生

活
し
、
授
業
を
受
け
な
が
ら
人
間
関
係
を

築
い
て
い
け
る
か
が
不
安
で
し
た
。❶
英

語
の
成
績
は
学
年
で
も
上
位
で
し
た
が
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
日
本
の
高
校
で
の
話
で

す
。そ
し
て
、学
校
の
勉
強
が
遅
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
っ
た
心
配
も
ず
っ
と
あ
り

ま
し
た
。そ
れ
で
も
、高
校
時
代
の
海
外
経

験
は
、将
来
必
ず
プ
ラ
ス
に
な
る
と
信
じ
、

学
校
の
勉
強
の
遅
れ
は
帰
国
後
に
取
り
戻

す
覚
悟
で
、
ア
メ
リ
カ
に
行
き
ま
し
た
。

　

語
学
学
校
は
１
ク
ラ
ス
20
人
で
、
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
は
中
国
や
ロ
シ
ア
、
コ
ー
ト
ジ

ボ
ワ
ー
ル
、ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
な
ど
、世
界
各

国
か
ら
留
学
生
が
集
ま
っ
て
い
て
、
日
本

人
は
２
人
で
し
た
。
英
語
の
授
業
の
ほ
か

に
選
択
科
目
が
あ
り
、私
は「
ア
メ
リ
カ
ン
・

カ
ル
チ
ャ
ー
」
を
選
び
ま
し
た
。
約
20
人

の
留
学
生
と
、テ
ー
マ
ご
と
に
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
す
る
授
業
で
す
。
最
初
は
、
積

極
的
な
他
国
の
留
学
生
に
圧
倒
さ
れ
っ
ぱ

な
し
で
し
た
。
さ
ら
に
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

は
得
意
だ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
プ
リ
ン
ト

の
輪
読
に
つ
い
て
い
け
ず
に
落
ち
込
み
ま

し
た
。❸

　

自
信
を
失
い
、
く
じ
け
そ
う
に
な
る
時

も
あ
り
ま
し
た
が
、
寮
で
１
人
の
時
間
を

持
っ
て
冷
静
に
な
り
、「
こ
の
ま
ま
日
本
に

帰
っ
て
後
悔
し
な
い
か
」「
ア
メ
リ
カ
で
何

を
得
た
か
っ
た
の
か
」と
自
問
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
漠
然
と
過
ご
し
て
い
て
は
何
も

得
ら
れ
な
い
と
思
い
直
し
、１
日
１
つ
、「
あ

の
子
に
話
し
か
け
て
み
る
」
と
い
う
よ
う

な
目
標
を
立
て
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
落

ち
込
ん
だ
時
に
は
そ
の
目
標
を
思
い
出
し
、

自
分
を
奮
い
立
た
せ
た
の
で
す
。
そ
し
て

毎
日
、
そ
の
日
を
振
り
振
り
、
日
記
を
英

語
で
書
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

授
業
の
な
い
午
後
は
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

と
大
学
見
学
や
遊
園
地
、
観
光
な
ど
に
出

か
け
ま
し
た
。
当
初
は
、
日
本
人
同
士
で

行
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
国

の
人
と
交
流
す
る
こ
と
も
留
学
の
目
的

だ
っ
た
と
思
い
返
し
、
自
分
か
ら
積
極
的

に
他
国
の
留
学
生
を
誘

う
よ
う
に
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
相
手
も
喜
ん

で
応
え
て
く
れ
る
こ
と

が
分
か
り
、
交
流
の
輪

を
ど
ん
ど
ん
広
げ
て
い

き
ま
し
た
。❺

　

寮
で
も
で
き
る
だ
け

共
有
ス
ペ
ー
ス
で
過
ご

　

中
学
校
時
代
か
ら
留
学
に
憧
れ
て
い
ま

し
た
が
、大
学
入
試
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

高
校
在
学
中
に
留
学
す
る
の
は
不
安
で
し

た
。そ
う
し
た
中
、高
校
在
学
中
の
留
学
を

熱
心
に
勧
め
て
い
た
学
校
か
ら
の
紹
介
で
、

「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
を
知
り

ま
し
た
。
先
輩
た
ち
の
留
学
体
験
を
読
む

と
、
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を

上
回
る
喜
び
が
書
か
れ
て
い
て
、
私
は
不

安
が
あ
っ
て
も
留
学
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
事
前
・
事
後
研
修
を
通

し
、
他
国
の
留
学
生
と
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の

文
化
や
流
行
な
ど
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま

し
た
。
あ
る
時
、
常
に
笑
顔
で
い
る
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
人
留
学
生
に
、「
ど
う
し
て
い
つ

も
楽
し
そ
う
な
の
？
」
と
聞
く
と
、「
自
分

が
楽
し
め
る
よ
う
に
そ
う
し
て
い
る
」
と

い
う
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

他
国
の
留
学
生
は
、
自
分
の
考
え
や
感
情

を
い
つ
も
率
直
に
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

先
生
も
そ
れ
を
評
価
し
て
い
て
、
授
業
で

分
か
ら
な
い
こ
と
を
聞
い
た
生
徒
に
対
し
、

「
質
問
を
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
を
表
し
て

い
ま
し
た
。
私
も
、
周
囲
に
ど
う
思
わ
れ

る
か
を
気
に
し
過
ぎ
ず
、
勇
気
を
出
し
て

自
分
の
内
面
を
伝
え
る
こ
と
を
意
識
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

仲
よ
く
な
っ
た
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
の
別

れ
は
つ
ら
く
、
号
泣
す
る
私
に
皆
が
優
し

い
言
葉
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
仲
間
と

出
会
え
た
こ
と
は
一
生
の
宝
物
で
あ
り
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。❻

　

留
学
で
期
待
以
上
の
経
験
を
し
た
私
は
、

世
界
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
い
、将
来
は

世
界
中
の
人
々
と
接
す
る
環
境
で
働
き
た

い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
の
事
後

研
修
で
は
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
分
野
で

ア
フ
リ
カ
に
留
学
し
た
生
徒
か
ら
、
現
地

の
人
た
ち
は
経
済
的
に
厳
し
い
状
況
で
も

優
し
く
接
し
て
く
れ
た
と
い
う
話
を
聞
き

ま
し
た
。
以
前
か
ら
社
会
に
役
立
つ
仕
事

を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
う
し
た
人

た
ち
を
笑
顔
に
す
る
仕
事
に
就
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。そ
の
後
、「
国
境
な
き
医
師

団
」
と
い
う
国
際
団
体
を
知
り
、
そ
の
参

加
を
希
望
し
、
医
師
を
目
指
そ
う
と
決
め

ま
し
た
。❼
今
通
っ
て
い
る
大
学
は
、国
際

交
流
に
積
極
的
で
、海
外
留
学
制
度
が
整
っ

て
い
る
た
め
選
び
ま
し
た
。

　

私
は
、
留
学
を
通
し
て
自
分
に
向
き
合

い
、
将
来
の
夢
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

留
学
先
で
壁
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
こ
と
で
、

何
事
も
前
向
き
に
考
え
て
行
動
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
進
学
と
い
う
進

路
選
択
の
前
に
、
そ
う
し
た
経
験
が
で
き

る
こ
と
は
大
き
な
価
値
が
あ
る
と
、
身
を

も
っ
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

クラスメートと観光に行った際に記念撮影。
自分から積極的に話しかけることで、相手
が受け入れてくれることに気づきました。

多
様
な
人
と
の
対
話
を
通
し
て

自
分
を
見
つ
め
直
し
、

医
師
を
目
指
そ
う
と
決
意
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習
慣
の
違
い
が
よ
く
分
か
る
か
ら
、
一
度

は
海
外
経
験
を
し
て
お
い
た
方
が
い
い
よ
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
私
の
高
校
１
年
次
で
の
英
語
の

成
績
は
、
中
の
上
く
ら
い
。
船
津
久
美
校

長
か
ら「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」

へ
の
応
募
を
勧
め
ら
れ
た
時
は
、「
自
分
に

は
と
て
も
無
理
」
と
思
い
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
高
校
２

年
生
に
進
級
し
た
頃
か
ら
、「
ぐ
ず
ぐ
ず
悩

ん
で
い
る
だ
け
で
は
駄
目
だ
！
」
と
い
う

思
い
が
強
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
姉
妹
校
の
中
高
一
貫

校
で
夏
季
休
業
中
に
行
わ
れ
る
17
日
間
の

研
修
へ
の
参
加
を
考
え
始
め
ま
し
た
。
船

津
校
長
に
、「
参
加
し
た
い
の
で
す
が
、や
っ

ぱ
り
英
語
が
心
配
で
す
」
と
相
談
し
た
と

こ
ろ
、「
う
ま
く
話
せ
な
く
て
も
大
丈
夫
！

絶
対
に
あ
な
た
の
将
来
に
と
っ
て
よ
い
経

験
に
な
る
か
ら
、
行
っ
て
お
い
で
」
と
背

中
を
押
さ
れ
、
決
心
が
つ
き
ま
し
た
。❶

　

留
学
先
で
は
、午
前
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
人
の
先
生
か
ら
現
地
の
生
活
や
文
化
を

英
語
で
学
ぶ
、
私
た
ち
日
本
人
留
学
生
向

け
の
授
業
、午
後
は
、現
地
の
高
校
生
が
受

け
て
い
る
授
業
に
参
加
し
た
り
、
彼
ら
と

交
流
し
た
り
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
ま

し
た
。放
課
後
や
週
末
は
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ

先
の
家
族
４
人
と
一
緒
に
過
ご
し
ま
し
た
。

　

予
想
し
て
い
た
と
は
い
え
、
最
初
の
数

日
間
は
、
自
分
の
英
語
が
全
く
通
じ
ず
に

が
く
ぜ
ん
と
し
ま
し
た
。❸
現
地
の
高
校
生

と
一
緒
に
受
け
た
授
業
で
は
、
先
生
や
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
が
話
す
英
語
が
速
す
ぎ
て
、

全
く
つ
い
て
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
の
ホ
ス
ト
役
の
男
子
中
学
生
と
の
意

思
疎
通
に
も
苦
労
し
ま
し
た
。
私
の
話
す

英
語
に
き
ょ
と
ん
と
さ
れ
、
相
手
の
話
す

英
語
も
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で

も
、
聴
き
取
れ
た
単
語
か
ら
前
後
の
文
脈

を
推
測
す
れ
ば
、
相
手
の
言
い
た
い
こ
と

を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
分
か
り
、

単
語
に
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
な
が
ら
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
言
い
た
い
こ
と
を
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

私
は
、「
ち
ゃ
ん
と
し
た
英
文
で
な
く
て
も
、

伝
え
た
い
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
何
と
か
な

る
！
」
と
実
感
。
ほ
か
の
生
徒
に
も
積
極

的
に
話
し
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
一
方
で
、「
自
分
に
英
語
力
が
あ
れ
ば
、

も
っ
と
深
い
話
が
で
き
る
の
に
」
と
も
ど

か
し
さ
も
感
じ
ま
し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
う
ま
く
や
っ
て

い
け
る
か
ど
う
か
も
不
安
で
し
た
が
、
最

初
に
会
っ
た
時
か
ら
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
接

し
て
も
ら
え
た
の
で
、
す
ぐ
に
打
ち
解
け

ら
れ
ま
し
た
。
週
末
に
は
、
近
く
の
海
に

一
緒
に
旅
行
に
も
行
き
、
家
族
と
し
て
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
気
が
し
ま
し
た
。❻
家

　

私
は
、小
学
生
の
時
か
ら
広
島
市
の
ジ
ュ

ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
所
属
し
て
い
て
、

将
来
は
、音
楽
事
務
所
や
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
な
ど
で
の
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
音
楽
業
界
で
は
、
海
外
の
人
た
ち

と
仕
事
を
す
る
機
会
が
多
い
と
聞
き
、様
々

な
国
の
文
化
や
人
の
こ
と
を
知
っ
て
お
い

た
方
が
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
先
輩
の
中
に
は
海
外
留
学
経

験
者
も
い
て
、「
海
外
で
生
活
し
て
み
る
と
、

日
本
人
と
現
地
の
人
た
ち
と
の
考
え
方
や

で
は
、
家
族
全
員
が
リ
ビ
ン
グ
で
過
ご
す

時
間
が
長
く
、
親
子
の
会
話
を
大
切
に
し

て
い
て
、
自
分
も
家
族
の
大
切
さ
に
改
め

て
気
づ
き
ま
し
た
。帰
国
が
近
づ
く
と
、「
も

う
少
し
こ
の
家
族
と
一
緒
に
い
た
い
！
」

と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

帰
国
後
は
、
英
語
の
学
習
に
よ
り
力
を

入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
次
に
海
外

に
行
く
時
に
、
少
し
で
も
英
語
を
使
え
る

よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。❽

　

海
外
留
学
に
臆
す
る
気
持
ち
も
な
く
な

り
ま
し
た
。
大
学
で
音
楽
を
専
攻
し
て
い

る
私
は
、海
外
で
も
音
楽
を
学
ぼ
う
と
、大

学
１
年
生
の
夏
季
休
業
中
に
約
１
か
月
間
、

ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
に
音
楽
留
学
を
し
ま

し
た
。
留
学
先
で
は
、
住
人
が
バ
カ
ン
ス

に
出
か
け
て
い
て
留
守
に
な
っ
て
い
る
部

屋
を
借
り
、
一
人
暮
ら
し
を
し
ま
し
た
。

　

英
語
へ
の
不
安
は
、
今
は
も
う
あ
り
ま

せ
ん
。
い
ず
れ
は
長
期
留
学
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。今
の
私
は
、将
来
を
切
り

拓
く
た
め
に
新
し
い
挑
戦
が
必
要
で
あ
れ

ば
、た
め
ら
わ
ず
に
行
動
で
き
ま
す
。そ
れ

は
、
高
校
２
年
生
の
夏
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
得
た
経
験
と
自
信
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

重
森
さ
ん
が
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

で
一
生
懸
命
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

海
外
で
の
活
動
に
は
異
文
化
体
験
が
必
要

だ
と
考
え
、
高
校
１
年
生
の
時
に
海
外
留

学
を
勧
め
ま
し
た
。
私
自
身
も
留
学
経
験

が
あ
り
、
高
校
時
代
の
留
学
が
、
将
来
必

ず
プ
ラ
ス
に
な
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

け
れ
ど
も
、
英
語
力
に
不
安
の
あ
っ
た
重

森
さ
ん
に
と
っ
て
、
海
外
留
学
は
心
理
的

な
ハ
ー
ド
ル
が
や
や
高
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
点
、
本
校
の
姉
妹
校
で
の
留
学
研

修
は
、
ほ
か
の
生
徒
（
全
16
人
）
と
一
緒

に
行
く
た
め
、
心
の
ハ
ー
ド
ル
は
少
し
低

く
な
り
ま
す
。
本
研
修
は
、
日
本
と
は
違

う
環
境
で
生
活
し
、
何
か
し
ら
の
気
づ
き

を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
参
加

要
件
に
英
語
力
は
課
し
て
い
ま
せ
ん
。
海

外
経
験
の
第
一
歩
と
し
て
最
適
で
は
な
い

か
と
考
え
、
参
加
を
後
押
し
し
ま
し
た
。

　

本
校
で
の
留
学
経
験
が
、
そ
の
後
の
重

森
さ
ん
の
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
、う
れ
し
い
限
り
で
す
。今
後
も
、

重
森
さ
ん
の
よ
う
に
、
高
校
時
代
の
留
学

を
き
っ
か
け
に
大
き
く
羽
ば
た
い
て
い
く

生
徒
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

美術の授業ではオーストラリア先住民のアボリジニー
の絵の描き方を体験。その素晴らしさを知りました。

高
校
の
先
生
に
背
中
を
押
さ
れ
、

姉
妹
校
の
短
期
留
学
研
修
へ
の

参
加
を
決
意
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❶留学が決まって、ちょっと楽しみ！

❷留学出発前、英語力が本当に不安になった

❸英語が聴き取れない、話せない！

❹ホストファミリーとのコミュニケーションにだんだん慣れてきた！
　うれしい！

❺クラスメートと全く話せない、何を言っているのか分からない

❻週末、ホストファミリーと過ごして気分アップ

❼さよならパーティーが近づいて、悲しみが深くなった

❽英語が話せるようになりたい！　英語の学習意欲が高まる

留学先◎オーストラリア・アデレード
留学時期・日数◎高校２年次の夏季休業中に17日間
留学総費用◎約43万円（小遣い、土産代含む）
留学方法◎学校が姉妹校提携を結ぶ中高一貫校で

の夏季短期留学研修

広
島
県
立
安や

す
ふ
る
い
ち

古
市
高
校
２
年
次
に
留
学

（
現
・
広
島
大
学
教
育
学
部

第
四
類
音
楽
文
化
系
コ
ー
ス
２
年
／
Ａ
Ｏ
入
試
に
よ
り
入
学
）

重し

げ

も

り森
玄げ

ん

貴き

さ
ん

広島県

オーストラリア

My留学チャレンジ
体験談 3

留学データ

留学前 留学後留学中

❷ ❸

❹

❺

❻

❼

❽

将
来
の
夢
の
実
現
の
た
め
に
も

海
外
を
知
っ
て
お
き
た
い

留
学
の
目
的

海
外
に
対
す
る
不
安
が
消
え
、

大
学
で
は
音
楽
留
学
を
実
現

留
学
を
終
え
て

伝
え
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
れ
ば

つ
た
な
い
英
語
で
も
通
じ
る

留
学
中
の
様
子

オーストラリア

恩師が語る
重森さんの成長

海
外
経
験
の
第
一
歩
と
し
て
は

高
校
時
代
が
最
適

広島県立
安古市高校　校長
船津久美

❶

留学
決定

姉妹校留学
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た
だ
、
留
学
時
期
が
３
年
生
に
な
る
の

で
、
受
験
勉
強
に
支
障
が
出
な
い
か
不
安

で
し
た
。そ
こ
で
、３
年
生
の
時
に
留
学
し

た
卒
業
生
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
今
や
り

た
い
こ
と
は
、今
や
る
べ
き
」と
、
力
強
い

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
。確
か
に
、

中
途
半
端
な
気
持
ち
の
ま
ま
で
は
勉
強
に

集
中
で
き
な
い
し
、
留
学
に
よ
っ
て
将
来

像
が
よ
り
明
確
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と

思
い
、留
学
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

親
に
も
先
生
に
も
留
学
を
認
め
て
も
ら

お
う
と
、
そ
れ
ま
で
以
上
に
授
業
に
集
中

し
、
隙
間
時
間
を
無
駄
に
せ
ず
、
勉
強
の

質
を
高
め
る
よ
う
努
力
し
ま
し
た
。
ま
た
、

現
地
に
勉
強
道
具
を
持
参
し
、
毎
晩
受
験

勉
強
を
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

　

留
学
目
的
は
以
前
か
ら
関
心
の
あ
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
留
学
先
は
治
安

な
ど
を
考
慮
し
て
ベ
ト
ナ
ム
に
し
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
と
の
会
話
は
英
語
で
し
た
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
先
の
施
設
で
は
、
ベ
ト
ナ

ム
語
し
か
通
じ
な
い
た
め
、
日
常
会
話
レ

ベ
ル
の
ベ
ト
ナ
ム
語
を
勉
強
し
、
伝
え
た

い
こ
と
を
紙
芝
居
に
す
る
な
ど
し
て
、
準

備
し
ま
し
た
。❷
親
に
で
き
る
だ
け
費
用

の
負
担
を
か
け
た
く
な
い
と
思
い
、「
ト
ビ

タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
の
審
査
が
通

ら
な
か
っ
た
ら
諦
め
る
つ
も
り
で
応
募
し

た
の
で
、
通
過
し
た
こ
と
を
知
っ
た
時
は
、

本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

留
学
の
前
半
は
幼
稚
園
、
後
半
は
障
が

い
者
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
ま

し
た
。
午
前
中
か
ら
子
ど
も
に
正
し
い
手

洗
い
や
歯
磨
き
の
方
法
、
簡
単
な
英
会
話

を
教
え
た
り
、各
国
か
ら
来
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
園
芸
作

業
や
施
設
の
壁
の
ペ
ン
キ
塗
り
を
し
た
り

し
ま
し
た
。❺
夕
方
17
時
か
ら
は
自
由
時
間

で
、
そ
の
後
、
ス
タ
ッ
フ
ら
と
の
夕
食
や

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
あ
り
、
22
時
か
ら
は
宿

泊
先
の
ホ
テ
ル
で
受
験
勉
強
を
し
ま
し
た
。

　

現
地
の
子
ど
も
に
日
本
文
化
を
直
接
伝

え
よ
う
と
、
七
夕
飾
り
や
紙
芝
居
を
準
備

し
て
持
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

園
長
か
ら
は
時
間
的
な
都
合
で
難
し
い
と

断
ら
れ
ま
し
た
。❻
今
ま
で
の
私
な
ら
そ
れ

以
上
何
も
言
わ
な
い
の
で
す
が
、
こ
こ
で

諦
め
た
ら
後
悔
す
る
と
思
い
、
披
露
で
き

そ
う
な
時
間
帯
を
見
つ
け
て
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
改
め
て
提
案
し
ま
し
た
。
す
る
と
、

ほ
か
の
ス
タ
ッ
フ
の
後
押
し
も
あ
っ
て
、

園
長
か
ら
Ｏ
Ｋ
の
返
事
が
！　

子
ど
も
た

ち
に
自
分
の
夢
を
絵
に
し
て
短
冊
に
描
い

て
も
ら
い
、
そ
れ
を
日
本
か
ら
持
参
し
た

笹
に
つ
け
て
飾
っ
た
り
、
自
分
で
作
っ
た

紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
し
た
り
し
ま
し

た
。
そ
の
時
の
子
ど
も
た
ち
の
と
て
も
う

れ
し
そ
う
な
笑
顔
は
、
留
学
で
得
ら
れ
た

最
高
の
宝
物
に
な
り
ま
し
た
。

　

英
語
が
好
き
で
、
得
意
科
目
で
し
た
が
、

高
校
１
年
生
の
時
に
参
加
し
た
台
湾
研
修

（
＊
１
）
で
は
、
現
地
の
学
生
と
英
語
で
う

ま
く
話
せ
ず
、
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
２
年
生
の
時
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
主
体
の
英
語
の
授
業
を
選
択

し
て
勉
強
し
、
イ
ギ
リ
ス
研
修
（
＊
２
）

を
目
指
し
ま
し
た
が
、
審
査
に
通
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
落
胆
す
る
私
に
英
語
の
先
生

が
勧
め
て
く
れ
た
の
が
、「
ト
ビ
タ
テ
！
留

学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
で
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
先
で
は
英
語
が
通
じ
ず
、

簡
単
な
ベ
ト
ナ
ム
語
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で

思
い
を
伝
え
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
意
思

疎
通
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。
く
じ
け
そ
う

な
時
に
は
、
留
学
を
勧
め
て
く
れ
た
先
生

か
ら
言
わ
れ
た
、「
失
敗
を
恐
れ
ず
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
き
な
さ
い
」
と
い
う
言
葉
が
、

大
き
な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
に
は

イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
メ
ー
ル
で
状
況
を
伝
え
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
分
が
役
に
立
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら

ず
不
安
で
し
た
が
、
最
終
日
に
幼
稚
園
の

園
長
か
ら
、「
あ
な
た
が
一
生
懸
命
働
い
て

く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ど
こ

で
生
ま
れ
た
か
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ

ひ
帰
っ
て
き
て
」
と
言
わ
れ
、
涙
が
こ
ぼ

れ
ま
し
た
。❼
言
葉
や
文
化
の
壁
を
越
え
て

気
持
ち
は
通
じ
合
え
る
こ
と
を
実
感
し
、

語
学
力
以
上
に
自
分
の
思
い
を
伝
え
よ
う

と
す
る
姿
勢
が
大
切
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　

留
学
は
、
自
分
の
英
語
力
を
試
し
、
磨

く
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。
一
緒
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
た
ル
ー
ム
メ
ー
ト
の
イ
ギ

リ
ス
人
女
子
高
校
生
と
は
、
学
校
や
日
常

生
活
の
こ
と
、
将
来
の
夢
な
ど
を
夜
遅
く

ま
で
語
り
合
い
ま
し
た
。
最
初
は
彼
女
の

英
語
が
聞
き
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、徐
々

に
慣
れ
て
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
日
常
会
話
の
表
現
を
学

ぶ
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。❹

　

正
直
に
言
っ
て
、
留
学
前
は
受
験
勉
強

が
つ
ら
か
っ
た
の
で
す
が
、
日
本
と
比
べ

て
経
済
的
に
厳
し
い
ベ
ト
ナ
ム
の
現
状
を

目
の
あ
た
り
に
し
、
自
分
の
夢
に
向
か
っ

て
真
っ
す
ぐ
に
努
力
で
き
る
自
分
が
い
か

に
恵
ま
れ
て
い
る
か
に
気
づ
き
ま
し
た
。❽

　

留
学
に
よ
っ
て
、
学
び
た
い
こ
と
が
明

確
に
な
り
ま
し
た
。以
前
は
、食
の
安
全
に

つ
い
て
や
や
関
心
が
あ
る
程
度
で
し
た
が
、

ベ
ト
ナ
ム
人
ス
タ
ッ
フ
が
日
本
製
の
薬
を

信
頼
し
て
日
本
か
ら
取
り
寄
せ
て
い
る
と

聞
き
、創
薬
へ
の
関
心
が
芽
生
え
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
食
品
に
含
ま
れ
る
機
能
性
や

薬
効
成
分
を
学
べ
る
、
現
在
通
う
大
学
を

志
望
し
、
一
般
入
試
で
合
格
し
ま
し
た
。

　

留
学
前
、
周
囲
か
ら
は
「
留
学
は
大
学

進
学
後
で
も
よ
い
の
で
は
」
と
言
わ
れ
、

迷
い
ま
し
た
。
で
も
思
い
切
っ
て
日
本
を

飛
び
出
す
と
、
あ
の
時
の
私
だ
か
ら
こ
そ

得
ら
れ
た
感
動
が
あ
り
ま
し
た
。
苦
い
経

験
も
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
次
の

目
標
に
向
か
う
勇
気
が
生
ま
れ
る
こ
と
を

身
を
も
っ
て
学
び
ま
し
た
。
以
前
の
私
の

よ
う
に
留
学
に
迷
っ
て
い
る
高
校
生
に
は
、

ぜ
ひ
今
の
自
分
に
で
き
る
挑
戦
を
し
て
、

可
能
性
を
広
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

高校の課題研究のテーマである合鴨農法を紙芝居で説
明。ベトナムのアヒル農法との共通点にも触れて伝えました。

今
だ
か
ら
で
き
る
挑
戦
を
！

３
年
生
で
の
留
学
を
決
意
し
、

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
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❶留学が決まるも、台湾研修での苦い経験もあり、不安が募る

❷ベトナム語の勉強など、準備を進めるうちにどんどん楽しみに！

❸現地コーディネーターと英語でのやり取りがスムーズにできた！

❹イギリス人のルームメートの英語が理解できず、自信喪失……

❺ボランティア先の園児がとにかくかわいい！

❻日本文化を伝える活動をしようと提案したら断られてしまい、意
気消沈

❼七夕飾りと紙芝居を披露。園長から感謝の言葉をもらう

❽夢に向かって努力できる環境に恵まれているありがたさを実感。
学びたいことも明確になり、受験勉強を頑張る！ 鹿

児
島
県
立
甲
南
高
校
３
年
次
に
留
学

（
現
・
鹿
児
島
大
学
農
学
部
１
年
／
一
般
入
試
に
よ
り
入
学
）

新に

い

む

ら村
華か

こ子
さ
ん

鹿児島県

ベトナム

My留学チャレンジ
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留学
決定

＊１　学校独自の生徒海外派遣事業として、１年生15人を台湾に派遣。　＊2　学校独自の生徒海外派遣事業として、2年生15人をイギリスに派遣。

❶

留学先◎ベトナム・ハノイ
留学時期・日数◎高校２年次の夏季休業中に１４日間
留学総費用◎約43万円（小遣い、土産代含む）
奨学金◎30万円
留学方法◎留学エージェントを通し、希望に合うボラ

ンティア活動ができる施設を探し、留学

留学データ

トビタテ! 留学JAPAN
国際ボランティア分野

奨学金留学
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